
長
谷
部
淳
県
議
は

日
、
一
般
質
問
に
立
ち
、
イ

12

ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
兵
国
民
保
護
法
制
、
来
年
度
予

算
編
成
、
原
発
問
題
、
医
師
の
確
保
、
後
発
医
薬
品

利
用
、
乳
幼
児
医
療
費
社
保
窓
口
無
料
、

人
学
級

30

の
拡
大
な
ど
に

つ
い
て
県
の
姿

勢
を
質
し
ま
し

た
。
イ
ラ
ク
へ

の
自
衛
隊
派
兵

に
つ
い
て
知
事

憲
法
の
理

は

「、
念
を
ふ
ま
え
て

国
政
の
場
で
し、

っ
か
り
議
論
し

国
民
の
理
解
を

一般質問に立つ長谷部県議(12月12日)

年
で
し
た
。

長
引
く
不
況
の
中
で
、
県
民
の
み
な
さ
ん
の
願
い
は
い

っ
そ
う
切
実
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
年
、
夏
に
は
参
議
院
選
挙
と
県
知
事
選
挙
、
い

わ
き
市
議
選
等
の
中
間
選
挙
も
あ
り
ま
す
。
く
ら
し
、
福

祉
・
医
療
、
教
育
応
援
の
政
治
の
実
現
に
い
っ
そ
う
力
を

つ
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

ご
支
持
、
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

県
議
会
報
告

日

本

共
産
党くらし、福祉、教育応援の予算に

月
定
例
県
議
会
は
、

月
４
日
〜

日
ま
で
の

日

12

12

22

19

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
長
谷
部
淳
議
員
が
一
般
質
問
に

立
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
定
例
議
会
に
先
立
っ
て
、
県
人
事
委
員
会
の
勧

告
に
も
と
づ
く
県
職
員
給
与
条
例
改
正
の
た
め
の
臨
時
議

会
が

月

日
に
開
催
さ
れ
、
神
山
悦
子
議
員
が
討
論
に

11

25

立
ち
ま
し
た
。

政
府
が
イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
兵
を
強
行
し
よ
う
と
し

得
な
が
ら
、
人
道
復
興
の
実
を
上
げ
る
こ
と
の

で
き
る
か
ど
う
か
現
地
の
情
勢
を
十
分
見
極
め。

た
上
で
慎
重
に
判
断
す
べ
き

と」
答
弁
し
ま
し
た

原
発
再
稼
働
の
根
拠
は
崩
れ
た

次
々
と
明
ら
か
に
な
る
東
京
電
力
福
島
原
発
の

「
異
物
混
入
」
で
は
、
知
事
が
再
稼
働
の
前
提
と。

し
た
根
拠
が
く
つ
が
え
さ
れ
た
と
追
及
し
ま
し
た

県
当
局
は
答
弁
で
「
再
発
防
止
対
策
の
実
績
を
一

、

つ
一
つ
具
体
的
に
結
果
と
し
て
示
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

後
発
医
薬
品
の
利
用
に
つ
と
め
る

同
じ
効
用
で
安
価
な
後
発
医
薬
品
の
導
入
に
つ

い
て
当
局
は
「
利
用
拡
大
に
努
め
る

「
積
極
的
に

」

採
用
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

昨
年
は
、
春
の
県
議
選
を
は
じ
め
と
し
た
い
っ
せ

、

、

い
地
方
選
挙

月
に
は
総
選
挙
と
あ
わ
た
だ
し
く

11

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
に
は
た
い
へ
ん
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

県
議
団
は
、
５
人
の
交
渉
会
派
か
ら
２
人
の
会
派

に
な
り
、
県
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
県
政
に
届
け
る

上
で
大
き
な
制
約
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
２
人
の
県

議
団
で
５
人
分
の
働
き
を
と
必
死
で
走
り
回
っ
た
１

て
い
る
な
か
で
、
県
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
派
兵

中
止
請
願
の
紹
介
議
員
と
も
な
り
、
一
般
質
問
で
も
知
事
の

見
解
を
求
め
ま
し
た
。
請
願
は
自
民
党
な
ど
が
政
審
で
継
続

扱
い
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

意
見
書
５
件
が
全
会
一
致
で
採
択
。
党
県
議
団
が
紹
介
議

員
と
な
っ
た
請
願
は

件
で
し
た
。
最
終
日
に
提
案
さ
れ
た

21

議
案

件
の
う
ち
、

件
に
反
対
し
ま
し
た
。

44

12

新
し
い
年
を
平
和
憲
法
守
り
、
く
ら
し
の
向
上
を
め
ざ
す
年
に

み
な
さ
ん
と
ご
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
す

県議神山悦子県議長谷部淳

日
本
共
産
党
福
島
県
議
団

電

話
〇
二
四
（
五
二
一
）
七
六
一
八

〇
二
四
（
五
二
三
）
三
二
五
六
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【
裏
面
も
お
読
み
下
さ
い
】

長
谷
部
淳
県
議
の
一
般
質
問

イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
兵
に
反
対
の
明
確
な
表
明
を

一
般
質
問
へ
の

知
事
答
弁
項
目
拡
大
へ

私
た
ち
は
長
年
に
わ
た
っ

て
一
貫
し
て
求
め
て
き
ま
し

た
が
、

月
の
議
会
運
営
委

12

員
会
で
、
一
般
質
問
へ
の
知

事
答
弁
に
関
し
て
回
答
が
あ

り
、
議
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

内
容
は

「
一
般
質
問
の

、

内
容
を
吟
味
し
て
、
①
政
策

的
に
重
要
な
課
題
を
知
事
が

答
弁
、
②
複
数
の
部
に
ま
た

が
る
も
の
及
び
副
知
事
が
長

と
な
り
全
庁
的
な
組
織
で
や

っ
て
い
る
も
の
な
ど
で
政
策

的
な
判
断
を
要
す
る
も
の
は

副
知
事
が
答
弁
」
と
し
て
お

り
、
２
月
議
会
か
ら
対
応
す

る
と
の
こ
と
。
大
い
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

新年度
予算編成
方 針

神
山
悦
子
県
議
の
討
論

人
学
級
の
拡
大
ぜ
ひ
実
現
を

30
月
定
例
会
の
最
終
日
の

日
、
議
案
や
請
願

12

22

の
討
論
に
神
山
悦
子
県
議
が
立
ち
ま
し
た
。

補
正
予
算
案
に
は
、
異
常
気
象
に
よ
る
農
業
災

害
対
策
費
、

緊
急
経
済
再

生
特
別
資
金

な
ど
生
活
密

着
型
公
共
事

業
な
ど
評
価

で
き
る
面
が

あ
る
こ
と
を

指
摘
し
ま
し

反対討論に立つ神山悦子県議
(12月22日)

。

、

、

た

し
か
し

県
職
員
給
与
の
大
幅
減
額
は

地
域
経
済
を
い
っ
そ
う
冷
え
込
ま
せ
、
民
間

企
業
の
賃
金
引
き
下
げ
を
招
く
と
い
う
悪
循

環
を
つ
く
り
出
す
と
し
、
反
対
の
意
志
を
表

明
ま
し
た
。
知
事
の
退
職
金
は
一
期
５
千
万

円
を
１
千
万
円
引
き
下
げ
る
と
し
て
い
る

が
、
削
減
が
甘
い
と
指
摘
し
ま
し
た
。

中
学
２
年
生
、
小
学
３
年
生
ま
で
の

人
30

学
級
実
現
に
つ
い
て
の
請
願
は
、
昨
年

月
12

議
会
で
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
請
願
と
趣

旨
が
同
じ
で
あ
り
、
多
く
の
県
民
の
願
い
で

あ
り
、
採
択
す
べ
き
と
強
調
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
県
議
団

共
産
党
県
議
団
が

紹
介
議
員
に
な
っ
た

請
願
に
つ
い
て

月
議
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願

12
で
わ
が
党
が
紹
介
議
員
に
な
っ
た

の

件
で
し
た
。

21「
中
学
２
年
生
、
小
学
３
年
生

へ
の

人
学
級
の
拡
大
」
を
求
め

30

る
請
願
１
件
が
自
民
党
、
県
民
連

合
と
そ
の
他
の
会
派
が
反
対
、
わ

が
党
だ
け
の
賛
成
で
「
不
採
択
」

と
な
り
、
そ
の
他
の
請
願
は
「
継

続
」
扱
い
に
さ
れ
ま
し
た
。



県民の願いに正面からこたえる共産党
背を向ける自民党 ― なれ合う県民連合

約

万
人
分
の
署
名
を
添
え
て

10
県
議
会
に
請
願
提
出

教
育
三
〇
〇
〇
万
人
署
名
運
動

―
―

―
―

「
ゆ
き
と
ど

い
た
教
育
を
求

め
る
全
国
三
千

万
署
名
」
福
島

県
実
行
委
員
会

は
、
県
内
で
集

め
た
九
万
二
千

七
百
十
四
人
分

の
署
名
と
と
も

に
、

件
の
請

16

願
を
加
藤
貞
夫

県
議
会
議
長
に。

手
渡
し
ま
し
た

同
実
行
委
員
会
か
ら
は
伊
藤
洋
実
行
委
員
長
ら
約

人
が
参

20

加
し
、
神
山
悦
子
、
長
谷
部
淳
両
県
議
も
同
席
し
ま
し
た
。

伊
藤
洋
実
行
委
員
長
は
、

件
の
請
願
の
中
で
も
、

人

16

30

学
級
の
全
学
年
へ
の
拡
大
と
私
立
学
校
へ
の
助
成
増
額
の
２

つ
が
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
。

神
山
悦
子
県
議
も

「
中
学
二
年
生
へ
の

人
学
級
は
県

、

30

議
会
で
も
全
会
一
致
で
決
議
し
て
い
る
。
県
民
の
願
い
を
ぜ

ひ
実
現
す
べ
き
」
と
訴
え
ま
し
た
。 加藤貞夫県議会議長に約10万人の署名を添え

て請願提出（12月11日）

県
職
員
の
給
与
引
き
下
げ
は

地
域
経
済
を

い
っ
そ
う
冷
え
込
ま
せ
る

―

神
山
悦
子
県
議
が
反
対
討
論

―

県
人
事
委
員
会
の
勧
告
を
受
け
て
、
①
県
職
員
の
給
与
引
き
下
げ
案

と
、
②
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
基
本
給
の
減
額
分
を

月
の
ボ
ー
ナ
ス

12

か
ら
差
し
引
く
と
い
う
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。

、

、

県
職
員
の
給
与
引
き
下
げ
は

い
っ
そ
う
地
域
経
済
へ
打
撃
を
与
え

民
間
給
与
の
引
き
下
げ
を
招
く
も
の
、
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
減
額

は
最
高
裁
判
決
の
「
不
利
益
不
遡
及
の
原
則
」
に
反
す
る
と
し
て
反
対

し
ま
し
た
。

自
民
・
県
民
連
合

は
賛
成

社
民
、
民
主
な
ど
の
県

民
連
合
は
、
常
任
委
員
長

報
告
に
意
見
を
盛
り
込
ま

せ
た
こ
と
を
理
由
に
、
討

論
も
せ
ず
に
賛
成
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
県
職
員
の
給

与
水
準
は
８
年
前
に
引
き

戻
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

討論に立つ神山悦子県議(11月25日)

年
金
改
悪
も
う
や
め
て

生
活
で
き
る
年
金
の
実
現
を

―
―

年
金
者
組
合
が
座
り
込
み
行
動

―
―

月

日
、
年
末
お
し
せ
ま
る
中
、
全
日
本
年
金
者
組
合
の
み
な
さ
ん
が
、
福
島
市
の

12

25

「
ま
ち
な
か
広
場
」
で
年
金
制
度
改
悪
に
反
対
す
る
座
り
込
み
の
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
行
い

ま
し
た
。

小
泉
内
閣
は
「
構
造
改
革
」
を
声
高
に
叫
ぶ
中
で
、
国
民
へ
の
負
担
押
し
つ
け
＝
「
痛

み
」
の
押
し
つ
け
で
、
年
金
制
度
で
も
掛
け
金
負
担
は
重
く
す
る
一
方
、
給
付
は
大
き
く

減
ら
す
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
将
来
の
生
活
に
対
す
る
不
安
は
ま
す

ま
す
高
ま
る
ば
か
り
で
す
。

神
山
・
長
谷
部
両
県
議
が
か
け
つ
け
、
激
励
と
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

激励のあいさつをする神山・長谷部両県議

自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵
反
対
の
意
見
書

―
―

県
内
自
治
体
の
四
割
近
く
提
出

―
―

（
県
議
団
調
べ
）

「
イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
兵
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど
の
意
見
書
が
、
県
内
九
〇
市
町
村
の

う
ち
四
割
近
く
の

自
治
体
で
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
十
市
で
は
、
郡
山
市
、
会
津
若
松
市
、

35

須
賀
川
市
、
白
河
市
で
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

船
引
町
で
は
、
自
衛
隊
員
の
父
母
で
つ
く
る
「
船
引
町
自
衛
隊
父
兄
会
」
の
会
長
名
で
「
自
衛
隊」

の
イ
ラ
ク
派
遣
に
係
る
戦
闘
状
態
が
続
く
中
へ
の
派
遣
中
止
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

が
採
択
さ
れ
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
福
島
民
報
、
福
島
民
友
な
ど
県
内
紙
の
読
者
の
声
欄
な

ど
に
も
、
派
遣
中
止
を
求
め
る
意
見
が
特
集
さ
れ
る
な

ど
、
県
民
世
論
の
自
衛
隊
派
兵
中
止
を
求
め
る
高
ま
り

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
議
会

継
続
扱
い
（
事
実
上
の
廃
案
）
に

で
は

県
議
会
に
は

「
有
事
法
制
阻
止
・
憲
法
９
条
を
守
る

、

福
島
県
民
の
会
」
な
ど
４
団
体
か
ら
派
兵
中
止
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
５
人
以
上
の
交
渉
会
派
で
つ
く
る
政
務
調
査
審
議

会
で
、
自
民
党
会
派
か
ら
継
続
の
取
り
扱
い
に
す
る
と

主
張
が
あ
り
、
県
民
連
合
も
妥
協
し
継
続
と
扱
い
に
し

ま
し
た
。

デモ行進の先頭に立つ神山県議(12月８日)

「イラク派兵反対の意見書」採択自治体
（２００３年１２月２６日現在）共産党県議団調べ

、 、 、 、 、 、 、 、◆会津若松市 郡山市 須賀川市 白河市 霊山町 川俣町 飯野町 本宮町

船引町、矢吹町、東村、塙町、鮫川村、浅川町、石川町、玉川村、北会津村、

熱塩加納村、塩川町、西会津町、会津坂下町、湯川村、河東町、会津高田町、

三島町、昭和村、金山町、会津本郷町、田島町、南郷村、只見町、新地町、小

高町、鹿島町、飯舘村

※90市町村中35市町村（39％）で意見書が採択されました。


